
　　　　

2025 年 3 月 1 日

9 時 00 分から 18 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 ・季節に応じた行事　　・保護者会などペアレントトレーニングやピアサポートを実施

家族支援

・子どもの様子や姿を客観的に観察できる時間を提供し、新たな気付きの場として活用でき
るようにする。
・個別療育でのペアトレーニングの実施その中での家族からの相談や悩みに対しての助言の
機会を持つ。

移行支援

・集団生活や社会生活に適応できるよう、それぞれの特性に対する対処法を身に
付けられるよう支援する。
・幼稚園、保育園、学校、他の事業所との情報共有また、カンファレンスへの参
加

地域支援・地域連携
・学校、医療機関、関係する放課後等デイサービス事業所、相談支援事業所に様子や
支援方法など情報提供を行いながら連携を図る。

職員の質の向上

・新入職員研修
・定期的な法的研修（コンプライアンス研修・マナー・接遇・虐待防止・ハラス
メント・感染症予防、人権）
・ケース会議

支　援　内　容

本
人
支
援

・健康状態の維持・改善
・生活習慣や生活リズムの形成と安定
・安心・安全な場の提供

・スキンシップ遊び、コミュニケーション遊びを含めた運動を通じて感覚を刺激し養う。
・保有する感覚を十分に活用できる支援を行う。

・絵本や製作を通して季節を感じる。
・製作活動により、色、形、重さ、柔らかさ、硬さなどの感覚を養う。

・コミュニケーション手段の選択と活用の為、視覚情報、道具、機器等を用いて意思の伝達が円滑に出来るよう支援を実施していく。
・スキンシップ遊びや様々な活動を通して多くの言葉に触れる中でルールを覚え身に付けていく。

・スタッフやお友だちと一緒に行う遊びや活動を通して他者との関りの経験を積み「一緒にできて楽しかった」「やり遂げた」という経験を重ねていく。　　　　　　　　　　　　　　・経
験を積み重ねることで自分の気持ちを調整できるように支援していく。

法人（事業所）理念 小さな「できた！」を積み重ね、大きな力へと変えていく

支援方針
【チャレンジ環境】「できる」「できた」「やったー！」の成功体験を積み重ね、興味を引き出し、挑戦できる環境を提供します。
【専門的支援】専門資格を持つスタッフが、一人ひとりのお子さまに対して連携を図り、支援を行っていきます。
【安心の居場所】家庭や学校以外の第3の場として、保護者とお子さまに安心と信頼の居場所を提供します。

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 放課後等デイサービスCOCORO小郡 支援プログラム(児童発達支援） 作成日


